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花言葉：愛に応えて

正
規
労
働
者
と
非
正
規
労
働

者
の
「
不
合
理
な
待
遇
差
」
を

禁
止
す
る
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

有
期
雇
用
労
働
法
、
労
働
契
約

法
、
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
が
、

４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

同
じ
手
当
を
支
給

有
期
契
約
社
員
や
パ
ー
ト
社

員
の
場
合
、
手
当
や
福
利
厚
生

に
つ
い
て
は
、
正
社
員
と
の

「
同
一
の
支
給
・
利
用
」
を
求

め
て
い
ま
す
。
手
当
は
通
勤
手

当
、
食
事
手
当
、
精
皆
勤
手
当
、

時
間
外
手
当
（
割
増
率
）
な
ど
。

福
利
厚
生
は
、
食
堂
、
休
息
室
、

更
衣
室
の
利
用
、
慶
弔
休
暇
、

病
気
休
暇
な
ど
で
す
。

住
宅
手
当
、
家
族
手
当
は
具

体
例
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
せ
ん

が
、
「
不
合
理
な
待
遇
格
差
は

解
消
す
べ
き
」
と
し
て
い
ま
す
。

基
本
給
に
つ
い
て
は
、
①
能

力
や
経
験

②
業
績
・
成
果

③
勤
続
年
数
の
要
素
ご
と
に
比

べ
て
、
「
違
い
が
な
け
れ
ば
同

じ
水
準
、
違
い
が
あ
れ
ば
違
い

に
応
じ
た
支
給
」
と
し
て
格
差

を
容
認
し
て
い
ま
す
が
、
企
業

は
格
差
に
つ
い
て
、
説
明
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

引
き
下
げ
は
だ
め

派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

派
遣
先
の
対
象
と
な
る
労
働
者

と
比
較
す
る
や
り
方
と
、
派
遣

会
社
が
労
働
者
の
過
半
数
と
労

使
協
定
を
結
ん
で
待
遇
を
決
め

る
や
り
方
の
ど
ち
ら
か
を
企
業

が
選
び
ま
す
。

法
改
正
の
目
的
は
待
遇
改
善

に
よ
る
格
差
是
正
で
あ
り
、
正

社
員
の
手
当
や
条
件
を
引
き
下

げ
て
格
差
是
正
を
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ＮＴＴ（ＪＭＩＴＵ通信産業本部）2019年秋

不合理な待遇格差を禁止した労働契約法を活用し前進。

①契約社員の病気休暇が有給 ②育児・介護休職が正社員と

同等の制度創設 ③外勤手当てが本社社員と同額の統一支給

④時給正社員に忌引き休暇も有給 ⑤時給正社員に時間外割

増が25％から28％へ、正社員と同率に。

郵政産業ユニオン（東京：２０１９年１月）

期間雇用社員８名が不合理な労働条件の是正を求めて日本

郵便株式会社を提訴した事件の控訴審において、年末年始勤

務手当、住居手当、を期間雇用社員には支給していないこと、

さらに、有給の病気休暇、夏期冬期休暇を付与していないこ

とは、不合理な格差であるとして、会社に対して、総額４３

３万５２９２円の損害賠償を命じる判決期間雇用社員の手当、

休暇について正社員との格差是正を命じる大阪高裁判決。

大阪医科薬科大学（大阪：２０１９年２月）

研究室秘書で非正規職員の女性が、正職員との格差を求め

た裁判で、大阪高裁が大学に約１０９万円の支払いを命じる

逆転勝利判決。

メトロコマース（東京：２０１９年２月）

契約社員女性４人が正社員との賃金格差是正を求めた訴訟で、

東京高裁が住宅手当、退職金などの一部について支払い命令。

ボ
ケ

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労 働 相談 は 無料 です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。

法
改
正
の
め
ざ
す
も
の
は
、

「
差
別
的
取
り
扱
い
及
び
不
合

理
な
待
遇
の
禁
止
」
で
す

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・有
期
雇
用

労
働
法
の
改
正

①
均
衡
待
遇
の
規
定

第
８
条

（
不
合
理
な
待
遇
差
の
禁
止
）

②
均
等
待
遇
の
規
定
第
９
条

（
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
）

③
待
遇
差
の
内
容
や
理
由
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る▪

説
明
を
求
め
た
労
働
者
に

対
す
る
不
利
益
扱
い
の
禁
止
第

14
条

④
待
遇
ご
と
に
判
断
を
す
る
こ

と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
「
短
時
間
・
有
期

雇
用
労
働
者
及
び
派
遣
労
働
者

に
対
す
る
不
合
理
な
待
遇
の
禁

止
等
に
関
す
る
指
針
」
平
成
30

年
厚
生
労
働
省
告
示
第
４
３
０

号
）
を
策
定

第
15
条

⑤
行
政
に
よ
る
事
業
主
へ
の
助

言
・
指
導
等
や
裁
判
外
紛
争
解

決
手
続
（
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
の
整

備

第
18
条

「
均
衡
待
遇
」
「
待
遇
差
の
内

容
・
理
由
」
に
対
す
る
説
明
に

つ
い
て
も
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
対
象

と
す
る

第
24
条･

25
条

■
労
働
者
派
遣
法
の
改
正

派
遣
会
社
に

①
派
遣
先
均
等
・
均
衡
方
式

派
遣
先
の
通
常
の
労
働
者
と
の

均
等
・
均
衡
待
遇

②
労
使
協
定
方
式

一
定
の
要
件
を
満
た
す
労
使
協

定
に
よ
る
待
遇
の
い
づ
れ
か
の

方
式
を
と
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。
第
30
条

今
、
世
界
中
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

食
い
止
め
る
為
に
各
国
が
様
々

な
施
策
を
行
っ
て
る
。
日
本
も
１
月
中
旬

に
初
め
て
の
感
染
者
が
出
て
以
降
、
中
国
・

武
漢
に
向
け
て
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
を
出
す

な
ど
「
水
際
作
戦
」
を
ど
う
す
る
か
緊
急

事
態
を
迎
え
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン

セ
ン
ス
号
が
日
本
に
寄
港
し
、
乗
船
者
３

６
０
０
人
の
対
応
に
世
界
中
が
注
目
し
た

▼
船
内
の
状
況
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
様
々

な
情
報
が
流
さ
れ
た
が
、
結
果
的
に
、
乗

員
を
船
内
に
閉
じ
込
め
た
事
に
対
し
て
批

判
を
浴
び
、
陰
性
の
乗
客
を
下
船
さ
せ
、

公
共
交
通
を
利
用
し
て
帰
宅
さ
せ
た
事
も

問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
混
乱
の

中
に
日
本
政
府
の
責
任
あ
る
対
応
が
見
え

て
来
な
か
っ
た
。
「
感
染
症
対
策
専
門
家

会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
の
も
２
月
16
日
、

Ｄ
・
Ｐ
号
か
ら
の
下
船
が
始
ま
る
３
日
前

で
あ
る
▼
危
機
管
理
が
問
題
に
な
る
が
、

危
機
に
対
応
す
る
に
は
事
前
の
備
え
が
重

要
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ

の
点
は
企
業
も
問
わ
れ
る
。
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
対
し
て
社
内
の
対
策

は
ど
う
だ
っ
た
か
。
従
業
員
に
対
し
て
感

染
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
ど
う
す
る
の
か

徹
底
す
る
こ
と
は
最
低
の
危
機
管
理
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
▼
以
前
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
職
場
で
流
行
し
た
時
に
取
り
上
げ
た
事

が
あ
る
が
、
学
校
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
は
「
学
校
保
健
安
全
法
」
に
よ
り

「
発
症
し
た
後
５
日
を
経
過
し
、
か
つ
解

熱
し
た
後
２
日
を
経
過
す
る
ま
で
出
席
停

止
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
社
会
人
に

な
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
し
て
い

る
の
に
出
勤
し
て
き
た
為
に
職
場
で
流
行

し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
を
明
確
に
す
る
事
も
危
機
管

理
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
企
業

に
は
、
従
業
員
の
健
康
と
安
全
を
守
る
義

務
が
あ
る
。
個
人
任
せ
で
は
な
く
、
企
業

と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
対
し
て

ど
の
様
に
対
処
す
る
の
か
、
政
府
同
様
に

企
業
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
Ｏ
）
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～2002年6月13日 ★

2002年6月14日 ★

2007年12月11日 ★

2010年8月17日 ★

2012年9月11日 ★ 　

2014年1月14日 ★（安定的）

2015年1月14日 ★（安定的）

2016年1月20日 ★（安定的）

2017年2月13日 ★（安定的）

2018年1月22日 ★（安定的）

2020年1月29日 ★（安定的）

　　　Ｒ＆Ｉ　電機各社の格付け　例
AAA
AA+ キャノン
AA 村田製作所
AA- 日立製作所、三菱電機
A+
A 富士通、ソニー、パナソニック、安川電気

A- アンリツ
BBB+
BBB
BBB- 沖電気、NEC,東芝
BB+ シャープ
BB
BB-

★ ８ 時 間 働 け ば 誰 で も 生 活 が で き る 職 場 を ★ ２ ０ ２ ０ 年 ３ 月 第 ３ ８ ０ 号

安
心
お
よ
び
納
得

で
き
る
賃
金
体
系
を

【
埼
玉
・
蕨
】

今
、
「
成
果
主
義
」
を

導
入
し
賃
金
に
反
映
し
て

い
る
企
業
が
大
半
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
を

決
め
る
査
定
が
、
上
司
の

さ
じ
加
減
一
つ
で
決
ま
る

問
題
も
深
刻
で
す
。
賃
金

格
差
が
広
が
り
、
労
働
者

の
団
結
と
、
同
一
労
働
・

同
一
賃
金
を
基
本
と
し
た

安
心
し
て
働
き
、
生
活
で

き
る
賃
金
体
系
が
破
壊
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企

業
の
意
に
沿
わ
な
い
労
働

者
は
差
別
待
遇
な
ど
で
休

業
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
る

ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
労
働
者
の
生
活
向

上
を
目
指
す
労
働
組
合
が
、

本
来
の
役
割
を
放
棄
し
た

事
も
、
今
日
の
様
々
な
問

題
を
誘
引
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
政
治
で
も
企
業

で
も
「
忖
度
あ
り
き
」
が

ま
か
り
通
る
日
本
で
い
い

の
で
し
ょ
う
か
！

期
待
ふ
く
ら
む

待
遇
格
差
の
改
善

【
埼
玉
・
本
庄
】

４
月
か
ら
非
正
規
で
働
く

人
た
ち
の
「
不
合
理
な
待

遇
差
を
禁
止
」
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
ま
す
。
昨
年

の
株
主
総
会
で
会
社
は

「
契
約
社
員
の
待
遇
改
善

に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
判
例
に
沿
っ
た
内

容
と
な
る
よ
う
社
内
で
検

討
を
進
め
て
い
る
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

「
無
期
契
約
社
員
に
な
っ

て
も
正
社
員
と
の
待
遇
格

差
は
、
変
わ
ら
な
か
っ
た
」

「
年
齢
別
最
賃
も
適
用
し

て
ほ
し
い
」
「
退
職
金
も

な
い
な
ん
て
」
と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

休
暇
や
福
利
厚
生
、
時

間
外
労
働
の
割
増
率
な
ど
、

是
正
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
項
目
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

是
非
、
格
差
是
正
の
一
歩

を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
。

※
沖
グ
ル
ー
プ
契
約
社
員

約
２
３
０
０
人

無
期
転
換
し
た
人

約
３
０
０
人

高
崎
労
働
基
準

監
督
署
に
申
告

【
群
馬
・
富
岡
】

時
間
外
に
「
交
通
安
全

講
習
会
」
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
に
関
し
て
、
「
過

去
２
年
間
の
時
間
外
手
当

の
支
払
い
」
を
求
め
、
高

崎
労
基
署
に
申
告
を
し
ま

し
た
。
こ
の
件
に
関
し
て

は
昨
年
、
株
主
総
会
の
会

社
回
答
で
「
時
間
内
で
の

実
施
、
時
間
外
で
や
る
場

合
は
手
当
を
支
給
す
る
」

と
し
て
昨
年
４
月
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
業
務

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
過
去

分
の
請
求
を
求
め
た
も
の

で
す
。
（
申
告
は
匿
名
も
可
）

ベ
ト
ナ
ム
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
新
工
場

研
修
生

12
人
来
日
中

海
外
売
上
比
率
が
ピ
ー
ク

の
３
７
％
か
ら
２
３
％
に

激
減
し
て
い
る
沖
電
気
は

１
９
年
１
０
月
、
ベ
ト
ナ

ム
に
現
金
自
動
預
払
機

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
の
生
産
工
場

（
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
・
資
本

金
約
４
億
円
）
を
稼
働
さ

せ
た
。

当
初
従
業
員
数
は
約
百

人
で
将
来
的
に
は
約
五
百

人
規
模
が
計
画
さ
れ
、
日

本
、
中
国
、
タ
イ
と
並
ぶ

生
産
拠
点
と
位
置
付
け
さ

れ
て
い
る
。

日
本
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
生
産
の

拠
点
で
あ
る
群
馬
・
富
岡

工
場
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
の
女
性
研
修
生
が
３
年

間
の
予
定
で
研
修
中
で
す
。

《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
１
４
２
回

電
機
各
社
と
の
格
付
け
比
較

（こころ）・・・少年が鎌倉の海岸で出

会った男性は、いつもどこか寂しげだっ

た。少年は、その男性のことを「先生」

と呼ぶようになる。父親の見舞いで故郷

に帰省していた少年は、先生から届いた

自殺を思わせる手紙を抱えて東京行きの

汽車に乗り込む。・・・

こ
こ
ろ
（
夏
目
漱
石
）
も

教
科
書
か
ら

消
え
る
の
？

高校国語が変わる、なくなる文学

２
０
２
２
年
度
実
施

学
習
指
導
要
領
の
改
正

す
で
に
、
小
学
校
で
は

経
済
産
業
省
も
関
わ
っ
て

民
間
企
業
と
連
携
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
Ｉ

Ｔ
企
業
に
よ
る
外
国
語
事

業
な
ど
「
教
育
の
市
場
化
」

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

国
語
も
経
済
重
視
に

高
校
で
は
選
択
教
科
と

し
て
「

論
理
国
語
」
と

「
文
学
国
語
」
の
新
設
予

定
。
「
論
理
国
語
」
は
現

代
の
社
会
生
活
で
必
要
と

さ
れ
る
論
理
的
な
文
章
や

実
用
的
な
文
章
を
扱
う
。

具
体
的
に
は
、
報
道
や
広

報
の
文
章
、
会
議
や
裁
判

の
記
録
、
電
子
メ
ー
ル
な

ど
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

国
語
の
概
念
を
大
き
く
覆

す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

同
時
に
２
１
年
か
ら
始
ま

る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

に
連
動
し
て
い
る
の
で
、

結
果
と
し
て
「
文
学
国
語
」

は
選
択
さ
れ
な
く
な
る
。

中
央
集
権
的
で

恐
ろ
し
い

「
す
ば
る
」
「
文
学
界
」

な
ど
が
文
芸
誌
が
相
次
い

で
懸
念
を
示
し
て
い
る
。

「
文
学
は
人
間
の
存
在
に

関
わ
る
問
題
。
多
感
な
時

期
に
出
会
う
文
学
作
品
は

人
生
の
新
し
い
扉
を
開
く

機
会
に
も
な
る
」
「
論
理

だ
け
で
は
測
れ
な
い
こ
と

は
世
の
中
に
は
た
く
さ
ん

あ
る
」
「
会
話
や
文
章
の

行
間
を
読
み
取
り
他
者
の

立
場
を
想
像
す
る
こ
と
が
、

人
間
社
会
を
豊
か
に
す
る
」

そ
れ
こ
そ
、
文
学
に
よ
っ

て
養
わ
れ
人
間
力
に
な
る
。

な
ど
国
語
教
育
の
重
要
性

を
論
じ
、
改
正
を
批
判
。

安
倍
内
閣
が
進
め
る
「
教
育
再
生
」
で
憲
法
が
示

す
教
育
の
目
的
「
教
育
は
、
人
格
の
完
成
を
め
ざ
し
、

平
和
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
，
真
理

と
正
義
を
愛
し
、
個
人
と
価
値
を
た
っ
と
び
・
・
心

身
と
も
に
健
康
な
国
民
の
育
成
を
期
す
」
と
い
う
法

の
精
神
と
は
掛
け
離
れ
た
内
容
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

Ａ
Ａ
Ａ
→
Ｃ
の
ラ
ン
ク
に
＋
、
－
の
付
与

格付け投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）は国や企業の発行する

債権の信用力や元利金の支払い能力の安定性などを総合的

に分析し、ランク付けしている。

沖電気はＢＢＢ＝信用力は十分であるが、将来環境が大き

く変化する場合、注意する要素がある。

▼沖電気の格付け推移 ▼ ★該当する格付け

話
題

世
界
各
国
が
地
球

温
暖
化
対
策
を
強

め
る
な
か
、
日
本
で
は
、

現
在
１
５
基
も
の
石
炭
火

力
発
電
所
の
建
設
が
進
ん

で
い
ま
す
。
日
本
で
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
最
大
の
排

出
源
（
３
２
％
）
は
火
力

発
電
所
で
そ
の
半
分
が
石

炭
火
力
発
電
所
で
す
。
世

界
は
「
石
炭
火
力
発
電
の

撤
廃
」
が
主
流
で
す
。
気

候
変
動
に
よ
る
危
機
が
強

ま
る
近
年
の
日
本
。
石
炭

発
電
所
の
新
設
は
温
暖
化

対
策
に
逆
行
し
て
い
ま
す
。

←
上
位
ラ
ン
ク

（１９年３月現在）

沖電気
１８年ぶりに

BBB

ＯＫＩベトナムの外観

経済第一主義 これで良いのでしょうか？


